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   Ｃ０８Ｊ   3/12     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ   1/02     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/02     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ   1/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＦＤＡ
   Ｂ６５Ｄ   1/02    　　　Ｚ
   Ｂ６５Ｄ  65/02    　　　Ｅ
   Ｂ６５Ｄ   1/00    　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　ポリエステルポリマーペレット、特にポリエチレンテレフタレートホモポリマー及びコ
ポリマー（ＰＥＴ）は、例えば射出成形押出機内で溶融加工する間に、極限粘度数（intr
insic viscosity）（Ｉｔ．Ｖ．）の低下を生ずる。Ｉｔ．Ｖ．が低下する結果として、
ポリマーの物理的特性も劣化する。Ｉｔ．Ｖ．の低下の一つの原因は、溶融加工の前にポ
リマー中に吸収された水によって起こされる、ポリマーの加水分解である。この加水分解
を防止するために、ポリマーは溶融加工前に、十分に乾燥される。この乾燥の間にポリマ
ーはＩｔ．Ｖ．の低下を減少するが、それにもかかわらず、Ｉｔ．Ｖ．の若干の低下が生
じ、それ故、押出の間のＩｔ．Ｖ．低下を補償するために、目標容器Ｉｔ．Ｖ．よりも高
いＩｔ．Ｖ．を有するポリマーを使用することを必要とする。この目標よりも高いＩｔ．
Ｖ．のポリマーを使用することは、より長い時間ポリマーを加熱し、そしてより粘稠な材
料を攪拌するために必要なより多くのエネルギー消費に起因し、そして／又はＩｔ．Ｖ．
を所望のレベルにまでするために溶融相重合の間の滞留時間を延長し、減少した生産速度
の低下を生じることに起因する、より高いコストの追加の欠点を有する。目標よりも高い
Ｉｔ．Ｖ．のポリエステルポリマーを使用することは、また、押出機内のスクリューに沿
ってポリマーを供給するために、より多くのエネルギーを必要とするという欠点を有する
。本件基礎米国出願において出願人が提出した情報開示陳述書（Information Disclosure
 Statement）に記載した本発明の背景技術を示す文献は以下の通りである。
【特許文献１】米国特許第５，５７３，８２０号
【特許文献２】米国特許第６，２００，６５９号
【特許文献３】米国特許第６，３１６，５８４号
【特許文献４】米国特許第６，４７２，５００号
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【特許文献５】米国特許第６，５００，９１５号
【特許文献６】米国特許第６，５５９，２７１号
【特許文献７】米国特許出願公開第２００３／０１４４４５９号
【特許文献８】特開平８－３３０１号公報
【特許文献９】特開平８－２８３３９８号公報
【特許文献１０】特開平１１－１５２３２４号公報
【特許文献１１】特開２０００－１２８９７０号公報
【特許文献１２】特開２０００－１２８９７１号公報
【特許文献１３】特開２００２－３２２２５８号公報
【特許文献１４】特開平３－１４６７０７号公報
【特許文献１５】特開平３－１６１５０９号公報
【特許文献１６】特開平８－３２５３６４号公報
【特許文献１７】特開昭６０－２１９２２６号公報
【特許文献１８】特開昭６２－２９７３１８号公報
【特許文献１９】欧州特許第０６９９７００号公報
【特許文献２０】韓国特許第１９９７－０００７９５２号
【特許文献２１】韓国特許出願公開第２００１－００８９９４２号　これらの特許文献に
は、本発明のように、特定のカルボン酸成分及び特定のヒドロキシル成分を含むポリエス
テルポリマーの粒子の粒子表面での極限粘度数（Ｉｔ．Ｖ．）を粒子中心でのＩｔ．Ｖ．
よりも０．２５ｄＬ／ｇ未満高くすることによって、ポリエステル容器の製造における溶
融加工のＩｔ．Ｖ．の低下を抑え得ることは記載も示唆もされていない。


	header
	written-amendment

